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水 による地表 の侵 食 を格子 上 でモデル化 し､ 川 の パ ター ンと地 形 の時間発 展 を

数値 的 にシ ミュ レー トしたO ラ ンダムに与 え られた初 期地 形 に一 様 に雨が 降 り続

け る状況を設定 し､ 決定 論 的 な侵食 によ る川のパ ター ンの成長 を調 べ たo 初 期 に

は小 さな池 が沢山 存 在す るが､ 池 の水 が あふ れ出 る こ とに よって池 は侵食 され､

有 限 時 間の うちに池 の存 在 しな いよ うな状 況 が実 現 す る. 川 のパ ター ンは､ 池 が

な くな り全 て の川 が境 界 にパ ー コレー トした状態 に な る と､ 凍 り付 いた よ うにほ

とん ど変化 しな くな るこ とが確 認 された｡ この平 衡 状 態 は フラ クタル的な性 質 を

持 ち､ 流域 の大 き さ分布 はペ キ分布 に従 い､ 地形 の等 高線 はフ ラクタル次 元 によ

って特徴付 け られ る｡ す なわ ち､ 地形 は水 の侵食 に よ って 自動 的 に垢 界的 な 平衡

状態 に向か う､ とい うこ とが数値的 に確認 された｡ 定 常状 態で の川 の分岐 の様子

は面 を隙間 な く埋 め て い るに もかかわ らず拡 散律 速 凝 集体 とい くつか の点 に おい

て類 似性が あ る こ とが確 認 されてい る｡ また､ この モ デ ル は凍 り付 いた フ ラ クタ

ルパ ター ンを決定 論 的 に作 り出す とい う点 に おいて､ Bakらの 自己組 織 臨 界 現 象 の

モデ ル とは大 き く異 な る｡

ref.班,TakayasuandtI.lmaoka,準備中.

池 が な くな った後 で の等 高線 と川 のパ ター ン
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